
The Waste Landと"He Do the Police 

in Different Voices"(I)

Wh enapoet'smindisperfectlyequippedfor

itswork,itisconstantlyamalgamatingdisparate

experience;theordinaryman'sexperienceis

chaotic,irregular,fragmentary.Thelatterfalls

inlove,orreadsSpinoza,andthesetwoex-

perienceshavenothingtodowitheachother,or

withthenoiseofthetypewriterorthesmellof

cooking;inthemindofthepoettheseexperiences

arealwaysfomlngnewWholes.

-T.S.Eliot,"TheMetaphysicalPoets"(1921)I

Ⅰ

HHeDothePoliceinDifferentVoices"とは,

T.S.Eliotが ThelyasteLand(1922)を書いてい

た際,この詩全体のタイ トルとして最初に考えて

いたものである｡1960年代末までその行 くえが知

られず,EzraPoundの手でほぼ半分近 くに削ら

れたという事実のみが伝えられていたこの詩の原

稿 も,1968年にその所在が知 られ (この原稿群を

贈られていたニューヨークのJohnQuinnの姪に

よって 1958年 に 18,000ドル で New York

PublicLibraryに売却されていたが,クインの伝

記が出版される1968年 10月まで,この事実は生

前のエ リオット自身 も含めて誰に も知 らされな

かった),1971年にはエリオット夫人の手で編集,

校註されたファクシミリ版がイギリスとアメリカ

で出版されて3,パウン ドの手が加えられる以前の

この詩の姿がはじめて明らかになった｡また,こ

のファクシ ミリ版に付された 20ページにわたる

夫人の序文により,エ リオットにとってこの有名

になりすぎたとも言える433行の詩が本来いかな

る意味をもつものであったかが窺い知られるよう

進 藤 秀 彦

Thedifficultyofpoetry(andmodem poetryis

supposedtobedifficult)maybeduetooneof

severalreasons.First,theremaybepersonal

causeswhichmakeitimpossibleforapoetto

expresshimselfinanybutanobscureway;while

thismayberegrettable,weshouldbeglad,I

think,thatthemanhasbeenabletoexpress

himselfatalLOrdifficultymaybeduejustto

novelty.

-TheUseofPoetryandtheUseofCn'ticism(1933)2

になった｡1915年にオクスフォー ドからロンドン

に移 り,Vivien Haigh-Woodと結婚 した頃から

TheWasteLandを完成して出版するまでのエ リ

オットの生活の実際を,彼の手紙を数多く引用し

ながら語るこの序文は,彼が生前黙 して語らな

かったこの頃の生活上の事実をはじめて描き出し

てこの詩の もつきわめてpersonalとも言える響

きを明確に示唆し,この作品を社会批評 と神話的

象徴にみちたimpersonalな もの として読む60

年代までの解釈に大きな変化を与えた｡夫人は序

文のあとファクシミリのページの前にエ リオット

自身の感想と伝えられる次のような言葉 を掲げ

て,この詩の持つ新 しいひびさを決定的なものと

した｡この言葉をもってエ リオットの詩に対する

批評的風土の新たな転換点と考えてよい｡

V̀ariouscriticshavedonemethehonourto

interpretthepoem intemsofcriticismofthe

contemporaryworld,haveconsideredit,indeed,

asanimportantbitofsocialcriticism.Tomeit

wasonlythereliefofapersonalandwholly

inslgnificantgrouseagainstlife;itisjustapleCe

ofrhythmicalgrumbling/4
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1971年に原稿 とともに印刷されたこの言葉 を

ひとつの合図としたかのように,これ以後,この

詩がまさに彼のHpersonalgrouseagainstlifeMの

表現に他ならなかったことを裏書きするような彼

についての回想録や評伝,伝記などが相ついで出

版され,かつては第 1次大戦後のヨーロッパの精

神的荒廃を象徴的に表わした詩 として読まれてい

たこの作品が芙はきわめて個人的な意味を持つも

のであって,それまで (彼を知る一部の人間をの

ぞいて)考えもつかなかったような世界での精神

的体験をもとに生まれたものであることが繰 り返

し論 じられるようになった｡

1969年には既にその前年の原稿の所在の公表

を契機 として,1952年にいちどEssaysinCriti-

cismに掲載されながらエ ))オットの不可解 とも

言える強い意向によって未発送の部数すべてが廃

棄 され た,Phlebas the Phoenicianとthe

hyacinth girlの意味するものをめ ぐってのJohn

Peterの論文5 (エ リオットはもし自分の意向が容

れられなかった場合には名誉棄損を理由に法的な

手続 きを とる とまで言った とい う)が新 しい

…Postscript"とともに再び同誌に掲載6されてい

た し,1971年 に は,ピーターの解 釈 と同 じ く

PhlebasthePhoenicianを1915年にデータネル

ス海峡で戦死 したエリオットのパ リ留学時代の友

人JeanVerdenal(1917年の詩集 PnLf710Ckand

OtherObservationsと1920年のPoemsはこの友

人に捧げられていて,現在の CollectedPoemsの

中の Fプルーフロック詩集』の部分の扉にば F̀or

JeanVerdenal,1889-1915/ mollatLrDa71da-

nelles"7という献辞がhLYgatOrio第26歌8からと

った詩句とともに印刷されている)と結びつけ,ま

た最初の妻ヴィヴィアンとの結婚について初めて

具体的に述べたRobertSencourtの T.S.Eliot:

AMemoir9と題 した伝記が出版されたO

これに続いて,エリオットの最 も古 くからの友

人であり,またおそらく彼の創作活動やその内面

について非常に多くのことを語られていたと考え

られるEmilyHaleという女性の存在と,その彼

女にあてたエ リオットの 1000通以上 といわれる

手紙の所在を公表して話題 となったT.S.Mat-

thewsの G71eatTom(1974)10や,現在の ところ事

実の扱いに関して最 も公正かつ憤重であると考え

られるLyndallGordonのEliot'sEa71y Yea7S

(1977)11などが現われて,伝記的著作は数篇を数え

るまでになった｡その上,ゴー ドンによる伝記が

出た1977年には,ピーターの論文を詳細な伝記的

解釈 とタイプ原稿の分析によって裏付けようとす

るJamesE.Miller,Jr.のEliot'sPeysonalWaste

Land12も出版されて,エ リオットの詩,とくにこ

の TheWasteLandをめ ぐっての伝記的研究が

一時代の流行 ともなった.

しか し,生前のエ リオットによってその研究

(TheAdofT.S.Eliot,1949)が最 も高 く評価さ

れていたHelenGardnerは,1972年にこの詩の

出版 50年 を記念 してManchester大学で行なっ

た講演のなかで次のように述べている｡

Investigationintoapoet'slife,evenwhencon-

ductedwithsympathy,sensitiveness,andpsy-

chologicalinsight,cannottakeusveryfarto-

wardsrealunderstandingofapoem and,ifit

luresusintotreatingthepoem asprlmarilya

documentinthepoet'sbiography,Canvirtually

destroythepoemasanimaginativecreation.Itis

plainthatallEliot'spoetrylSprofoundlyperson-

al.Heisapoetofnarrowrange;butwithinthat

rangehegoesverydeep.BiographycanglVeuS

oftentheproximatesourcesofthepersonalfeel･

ingofapoem;thedeepersourcesmayforever

eludethebiographer'ssearch.13

このことはエリオットに限らずどんな詩人や小

説家にも言いうることであるが,特に彼のように,

つい最近までその作品が作者の創作に関する事情

と全 く切 り離して論 じられてきた詩人の場合,作

品の ｢意味｣に強い光を投げかける事実 というも

のの誘惑には抗し稚い力があって,伝記的事実に

作品を従属させてしまう危険は実に多い｡しかし

それも正当な範囲内であれば,少なくとも作品を

作者の世界からあまりにかけ敗れた奇妙な｢解釈｣
から解放する手段 ともなって,例えばガー ドナー

自身も,最近の TheComz)osilionof of F̀our

伽a71eLs'(1978)においては ーThe Sources of

Four伽ayiets"という一章を設けてーThemajor

sourcesofFour蝕JaYleLsareexperiences"14と

明言し,後期のこの詩を必要以上に哲学的あるい

は宗教的なものと考えるそれまでの解釈から救 う

- 98-



ため,この四つの詩の創作にかかわる事実をその

研究に充分生かしている｡

さて,ここでは伝記と作品との関係や,作者に

とってのこの詩の ｢意味｣ではなく,作品自体の

生み出す詩 としての力を考える上で当然かかわっ

てくる,ひとつの時代に新しい感受性を附与し,

英国の詩の歴史でもかつてなかったような表現の

形を生み出したこの詩の新しい言語,あるいは｢語

法｣とも言うべきものを論じてみたいと思う｡

ⅠⅠ

エ リオットが TILelyasteLandを書いていた

のは 1921年の春からその翌年にかけてであって,

既に60年前のことであるが,この ｢新しい｣詩の

構成技法が幅広 く論 じられるようになったのは比

較的最近のことである｡その意味でもこの詩はま

だ新 しいと言える｡タイプ原稿で19枚を数えるこ

の詩が完成 したとき,パウン ドはこれを指 して

"letussaythelongestpoemintheEnglishlan-

gwidge〔sicr lと言っているが,この言葉には,

この433行によってかつてない表現のかたちを手

に入れたもう一人の詩人に対する羨望に近いもの

さえ感じられる｡

この…thelongestpoemMという言葉の意味する

ところを考えてみると,JamesJoyceの Ulysses

が主人公 Bloomの 1日を700ページにわたって

描きながら,その神話的象徴性のゆえに獲得した

作品としての別種の長大さにも等しいもめと言え

る｡UIyssesが当時のパウン ドやエ リオットに与

えた衝撃の強さははかり知れないものがあって,

TheWasteLandは,ある意味では_ジョイスが散

文で成しとげたことを詩の領域で試みたもの'とも

考えられるoUlyssesはニューヨークで出されて

いた TheLittleReviewに1918年 3月から,また

イギリスではエ リオットが副編集長をしていた

TheEgoistに1919年のはじめから連載されてい

たが,同年の 12月に TheEgoistが廃刊されたあ

とも彼は原稿でこの作品を読み続けており,1921

年からその翌年にかけてアメリカの Theかあlに

書いていた"LondonLetter"のなかではジョイス

に対して最大限ともいえる賞讃のことばを繰 り返

し綴っている｡また,1921年の5月にクインに宛

てた手紙の中でも,その前年の秋にパ リでジョイ

スに会ったときの印象を語 り,続いで t̀helatter

partofUlysses,whichIhavebeenreading

inmanuscript,istrulymagnificent"2と述べてい

るOそして TheWasteLandとなるべき長い詩の

一部がはじめて書かれたことを伝えるのもこの手

紙である｡

ThelVasteLandの構想には Ulyssesから受け

た文学的啓示が大きなきっかけとなっていること

は事実で,この二つの作品は既に多くの研究者に

よってその影響関係が論 じられているが,3 ェ リ

オットがこの詩をのちにわれわれが知るような形

で考え始めたのが 1919年4,つまり彼の編集して

いた雑誌に Ulyssesが連載されていた年であると

いうことには,おそらく今日のわれわれが想像し

う,る以上の重みがあるはずである｡当時の文学的

状況のなかでジョイスの作品を前にしたエリオッ

トには,これによって何が行なわれたかがわかっ

ていた｡そしてまた,詩の世界では何が行なわれ

ていないかもわかっていたに違いない｡

今日でこそわれわれは1919年 というと,既に

PnLf710Ckが 1917年に出ていて,と考えるが,エリ

オットが出したこの最初の詩集の初版 500部がよ

うや く売 り切れるのは1921年のことであり,5ま

た,後に有名になった彼の"Tradition and the

IndividualTalent"や"Hamlet"などの文章 も雑

誌に発表されていただけであって,当時はいわゆ

るGeorgian poetryの全盛期であった｡ この頃

の若い世代に広く読まれていたのはA.E.Hous一

manのA ShylDPshiyeLadや RupertBrookeの

いくつかの詩であって (この世代の感受性は,た

とえば同じように春のライラックが冒頭に出てく

るブルックの"TheOldVicarage,Glantchester"

とエ リオットの1922年の詩 とを比べてみると

はっきりす る),相変わらず広 く詰 まれていた

TheGoldenTreasuTyを別として,この時代を代

表するアンソロジー といえば,1912年から1922

年にかけて都合 5回出版されたGeo7ghm Poehy

ということになる｡Edward Marshが編集 L

HaroldMonroが出版して広 く読まれていたこの

詩集について,エ リオットは1921年 4月の The

Dhllに書いた彼の最初の"LondonLetter"のなか
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で次のように言っている｡優れた詩人というもの

はふつ う悪い影響 を後世に残すもので,"Geor-

gian Anthology"(GeoyghznPoetTyのこと)には

KeatsやShelley,Wordsworth,あるいはTenny-

sonの悪影響が尾をひいているが,ここにはかつ

て19世紀前半の詩人たちが後半の詩人たちに与

えたようなまともな影響は見られない｡"Geor-

gianAnthology"の退屈さにはかつて例のない独

特のものがあるとまで断言して,6さらにこう言

う｡

Wh atIwishtocommentonistheextremelackof

cultureonthePartofanumberofwritersin

proseandverse.. .Aliteraturewithout

anycriticalsense;apoetrywhichtakesnotthe

faintestnoticeofthedevelopmentofFrench

versefrom Baudelairetothepresentday,and

whichhasperusedEnglishliteraturewithonlya

wanderingantiquarianpassion,atasteforwhich

everythingiseithertoohotortoocold;thereisno

culturehere.Cultureistraditional,andloves

novelty;theGeneralReadingPublicknowsno

tradition,andlovesstaleness.7

1917年に出た GeorganPoetTyの第3集は2万部

近 く売れた｡HGeorgianMという言葉が｢因襲的な,

古 くさい｣という意味で使われるようになるのは

1930年代 に入ってか らであ り,1920年頃では

"contemporary"の同義語であったoThe Wlaste

Landが発表された 1922年には-ウスマンの も

う一冊の詩集,LastPoemsと,最後の Geo7gian

Poeかγ(第5集)が出ている｡この頃の詩人たちの

多くが春の田園風景や村の生活といった伝統的な

詩的世界に相変わらず執着し,また,戦争が与え

た現実というものを描き出しても,それはボー ド

レールよりはテニソンに近い言語で語られるもの

であって,エ リオットはこうした詩を支えている

ものを"awanderingantiquarianpassion"と呼ん

でいらだっている｡彼が求めていたものは,19世

紀の延長ではない ｢本当に新しいもの｣であった｡

絵画の世界ではピカソが既に革命を起こしていた

し,音楽ではス トラヴィンスキーが F春の祭典』

(LeSbcreduPn-ntemps)で全 く新しい感受性をも

とに20世紀の音楽を書いたばかりであった｡1921

年 7月お よび 9月に書かれた二つの"London

Letter"のなかで,この二人のもつ現代性をジョイ

スの Ulyssesの成功と並べて論 じたエ リオットの

頭には,彼がまとめつつあった詩のなかで,どの

ようにしてその詩本来の個人的なテーマを神話的

枠組や象徴に還元し,またどのようにして同時に

その表現のなかに ｢現代｣を持ち込むかがたえず

意識されていたに違いない｡エ リオットのこの

1921年の文章には,その翌年に発表される詩の基

本的な問題が明確に示されている｡以下,引用の

羅列となるが,ThelVasteLandのことを念頭に

置きながら,エ リオットの文章をたどってみたい｡

まず7月の文章の前半では,ディアギレフの率

いるロシアバレー団の 『春の祭典』にふれて,こ

れがディアギレフとス トラヴィンスキーの2年前

の作品に比べてより高度 に単純化された表現 と

なっていることを語り,ーWhatisneededofart

issimplificationofcurrentlifeintosomething

richandstrange"8と述べ,次のように結んでい

る｡

Anewform,likethatofthemodernballet,isas

strictasanyoldone,perhapsstricter.Artistsare

constantlyimpelledtoinventnewdifficultiesfor

themselves;cubismisnotlicence,butanattempt

toestablishorder.9

続 いてLytton Stracheyの (わeen Vicio′滋

(1921)の書評となっている後半の部分ではジョイ

スのことが出てくるが,これはジョイスのことを

語りながら自分のやろうとしていることを述べて

いるとしか思えないような文章である｡

Thestrange,thesurprisingis,ofcourseessential

toart;butarthastocreateanewworld,anda

newworldmusthaveanewstructure.MrJoyce

hassucceeded,becausehehasveryconstructive

ability....Thecravingforthefantastic,for

strange,islegitimateandperpetual;everyone

withasenseofbeautyhasit.Thestrongest,like

MrJoyce,maketheirfeelingintoanarticulate

externalworld.10

続く9月の"London LetterHでも…Stravinsky

wasourtwomonths'lion"と述べ,"Hehasbeen

thegreatestsuccesssincePicasso巾11と言って

いる.しかし,エリオッ トは 『春の祭典｣のもつ
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音楽 としての新しさは賞讃しながらも,バレーの

中には古代の儀式のもつ原始性がそのまま表わさ

れているだけで,そこには20世紀の表現としての

新しさは生かされていないと考えた｡

Tomethemusicseemedveryremarkable- but

atalleventsstruckmeaspossessingaqualityof

modernitywhichimissedfromtheballetwhich

accompaniedit.TheeffectwaslikeUlysseswith

illustrationsbythebestcontemporaryillust-
rator.zZ

Thespiritofthemusicwasmodem,andthespirit

oftheballetwasprimitiveceremony.The

VegetationRiteuponwhichtheballetisfounded

remained,inspiteofthemusic,apagentof

primitiveculture.Itwasinterestingtoanyone

whohadreadTheGoldenBoughandsimilar

works,buthardlyanymorethaninteresting.In

art there should be interpenetration and

metamorphosis.. . Ineverythinginthe

SacreduPrintemps,exceptinthemusic,One

missedthesenseofthepresent.

[Stravinshy'smusic]didseemtotransfom the

rhythm ofthesteppesintothescream ofthe

motorhom,therattleofmachinery,thegrindof

wheels,thebeatingofironandsteel,theroarof

theundergroundrailway,andtheotherbarbaric

criesofmodem life;andtotransfom these

desparingnoisesintomusic.13

TheWasteLand はこの年の5月にようや

くその一部が書かれはじめて, ⅠからⅠⅠⅠまではエ

リオットが健康を害してマ-ゲイトに静養に出か

ける10月中旬までにほぼその原型が書かれ,その

タイプ原稿 もⅠⅠⅠだけは出発以前にできていたこと

が考えられる｡(原稿の成立については後に述べ

る｡)このことを考えると,ジョイスの使った神話

的枠組ということだけでなく,古代と現代が同時

に, しかも言葉の上でもかなり意識的に交錯する

この詩の表現や, リズムが変わり,ひびさが絶え

ず転調してゆ くこの詩の構成 (エリオット自身に

よる TheWasteLandの朗読をレコー ドで聴い

たことがあれば,この印象はもっとはっきりする

はずである)には,この新しい音楽が与えた示唆

を考慮する余地はあると考えられる｡

今までに書かれた伝記はすべて,このス トラ

ヴィンスキーの音楽 とThel他 teLandの構想

をはっきり結びつけている｡センコー トによる伝

記は,エリオットの兄 HenryWareEliotの夫人

から伝えられた事実として,エ リオットが兄とr春

の祭典』を見たときのことを次のように記してい

る｡

Ⅰnthespring 〔summer〕 of1921Eliot'sbrother

HenryhadcomeovertoseehimfromAm erica

andtheywentoneeveningtohearStravinsky's

SacyleduPn'ntemps.Attheendoftheperformance

Tomstoodupandcheered.Intheworldofmusic

Stravinskywasprovidingwhaりoyceprovidedin

prose･14

GroverSmithはその研究の中で,エ リオット

のこの時の体験とそれを記しだ L̀ondonLetter"

の文章に触れて,"He[Eliot]mightalmosthave

beensketchinghisownplanforaworkapply-

ingaprimitiveideatocontemporarylifeH15 と

書いている｡しかし,以上の言及はいずれも r春

の祭典Jのもつ神話的素材に関してであって,エ

リオットがいちばん感動したと思われるこの音楽

の特異なリズムと,それが持つ原始的な力をきわ

めて現代的なひびきと結びつけた点は見逃してい

る｡

詩と音楽ということで興味深いのは,この詩行

のひびきということについて,エリオットが T̀he

MusicofPoetry"と題して1942年に行 なった講

演のなかで,詩は最初,あるリズムとして生まれ

てくるものであると述べていることである｡

Ibelievethatthepropertiesinwhichmusiccon-

cernsthepoetmostnearly,arethesenseof

rhythm andthesenseofstructure.. . I

knowapoem,orapassageofapoem,maytend

torealizeitselffirstasaparticularrhythmbefore

itreachesexpressioninwords,andthatthis

rhythmmaybringtobirththeideaandtheimage;

andIdonotbelievethatthisisanexperience

peculiartomyself.. .Itisintheconcert

room,ratherthanintheoperahouse,thatthe

gem ofapoemmaybequickened.16
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これがエリオットの1921年の体験を語っている

ものか どうかは別 として,た とえばDanteの

Infernoを思わせる"UnrealCity,/ Underthe

brownfogofawinterdawn"で始まる部分 (実際

にエリオットは,詩に付けた誌の中でこれがボード

レールとダンテの詩句から喚起されたものである

ことを明記している)や,"TheFireSermon"の冒

頭の,

Theriver'stentisbroken;thelastfingersof

leaf

Clutchandsinkintothewetbank.Thewind

Crossesthebrownland,unheard.Thenymphs

aredeparted.

SweetThames,runsoftly,tillIendmysong.

Theriverbearsnoemptybottles,sandwich

paperS,

Silkhandkerchiefs,cardboardboxes,cigarette

ends

Oro仏ertestimonyofsummernights.The

nympsaredeparted.

といった部分には,明らかにひとつのリズムとひ

びきを持って心に浮かんだとしか思えないイメー

ジの確かさがある｡

ここまで考えてくると,彼の書こうとしていた

詩は,考えたこと,心に感じたことをそのまま言

葉にして,その言葉で直接に何かを語ろうという

ようなものではなかったことは確かである｡既に

"TheLoveSongoH.AlfredPrufrockMや"Por-

traitofaLady"などで,ひとつの感受性を詩の形

にすることを経験 していたエリオットは,今や自

分のそれ以後の精神的体験をロンドンという都市

に託して大きな詩にまとめようという試みにとり

つかれていた｡

ⅠⅠI

TheWlasteLandの構想にはUIJSSeSから受けた

文学体験が大きな契機となっていることは既に述

べたが,この二つの作品はともにいわゆる ｢神話

的手法｣を用いていながら,ひとつだけ根本的に

違う点がある.それは,ジョイスの作品が Odpsey

を下敷としていかに新しい象徴性を獲得している

にせよ,その古代と現代とが交錯する神話的プロ

ットを軸として展開する叙述にはひとつの物語と

しての連続性があるのに対し,エ リオットの詩に

はこうした na汀ativesequenceは在存しないとい

うことである｡ lTjleVvasteLpndには,そこに使

われた神話的枠組が暗示する ｢状況｣があるだけ

で,この詩のはじめから終わりまでを,そこに使

われた多くの象徴をつなぎ合わせてゆけばひとつ

の筋書きを構成するかのような内容の展開として

論ずることはできない｡たとえばⅤの "Whatthe

ThunderSaid''に妃られるChapelPerilousのモ

チーフから遡ってすべてをひとつの神話的進行と結

びつけるような解説がかつてはよく行なわれたが,

ここには凝似的なプロットさえもないのであって,

これが,文学作品をただ文学として読むことに徹

しようとしながら,この詩の内的脈絡を求めるあ

まり,奇妙に非文学的な解釈を繰 り返した,いわ

ゆるNewCriticismの批評家たちの誤りの原因で

ある｡

この詩のテーマとも言うべきものはエリオッ

トが Ulyssesを読んだり,TheGoldenBo喝･h(第

3版 12巻本,1911-5)や 1920年の暮れに出た

JessieWestonのF710mRitualtoRomanceを読

む以前か らあった もので,それば D̀eath by

WaterHの原型である"DamsleRestaurant"が書

かれたのが 1917年から1918年にかけてであるこ

となどからも明らかである｡また,詩の中で象徴

的な形を与えられている世界は,その多くが彼の

生活の現実でもあった｡彼が ｢現実｣の中に見た

恐怖も精神的な渇きも,彼の住む都市の空ろさも,

牢獄に一人いるような孤独の恐ろしさも,そして

おそらく"memoryanddesire"ち,実際にそこに

｢あった｣のである｡

新しい詩がnarrativeな構成では書けないこと

はエリオットにはわかっていた｡彼が考えていた

のは,複雑な部分から成る作品全体がひとつのメ

タファーとなるような長い詩であって,その全体

を支えるのが,エ リオットが Ulyssesの中に発見

した ｢神話的手法｣("mythicalmethod"2)であり,

そしてもうひとつが,なかばその結果としての,

伝統的な詩にふつう見られるような脈絡を全 く欠

いた断片的描出あるいは独白の集合によって,こ

の世界の現実の混雑さや多義性をきわめて抽象的

-102-



な形 で手に入れ よ うとす る表現法である｡ こ うし

た要素がすべ て絡み合 って, この詩 は独得 の語法

とも言 うべ き言葉の新 しい姿 を生んでいる｡

NOTES

EgHi:
1.T･S･Eliot,SelectedZkays(London:Faber,1951),

p.287.

2.T･SIEliot,TheUseofPoetryandtheUseof

Cn'ficism (London:Faber,1933),p.150.

3.ValerieEliot,ed.,TheWasteLand.AAFacsimile

andTTlanSCn'Z'toftheOrなinalD71aPslnchLdingthe

AnnotafionsofEz777Pound(London:Faber,1971;

NewYork:HarcourtBraci,1971).

4.ValerieEliot,p.I.

5･''A New InterpretationofTheWasteLand,"

BksaysinCn'ticism,2(July1952),242-66.この論

文の要約をMildredMartinのエリオット研究文献目

録 A Half-CenturyOfEliotCn'ticism (Lewisburg:

BucknellUniv･Press,1972)によって示せば次のよう

になる｡"[Thisinterpretation]Offersasthecentral

themeofthepoemtheloveoftheprotagonistfora

man,nowdrowned,hishorridreactiontohislove,

andhisturningtoreligion.…(No.1530,p,181)

6."TheWasteLandReinterpreted"("ANewInter-

pretationofTheWasteLand"with"Postscript"),

LkaysinCriticism,19(April1969),140-75.

7.TIS･Eliot,CollectedPoems190911962(London:

Faber,1963),p.ll.

8･PuyJgato77'0XXVIはエリオットがしばしばその詩句

を引用した部分である｡1920年の詩集のA71a Vos

Precという題はこの第26歌の145行目からとったも

のであり,また TheI払 teLandの427行目に引用さ

れているのも,この第26歌からの1行 (第148行)で

ある｡

9･T･SIEIz'OtJAMemoir,DonaldAdamson,ed.,

(London:Gamstonepress,1971).

10.GyeatTom･.NotestowardstheDejinitionofT_S.

ElioE(NewYork:HarperandRow,1974).

ll.Eliot'sEwlyYea乃 (London:oxfordUniv.Press,

1977).

12.Eliot'spe,TonalWasteLand:Ewcism ofthe

Demons (University Park:Pennsylvania State

Univ.Press,1977).

-103-

13.̀TheWasteI,and'1972(Manchester:Manchester

Univ.Press,1972),p.17.

14.TheComposition of rFoILr ¢fadets'(London:

Faber,1978),p.29.

(ⅠⅠ〉
1.D.D.Paige,ed.,TheSelectedLettersOfEzra

PoILnd1907-1941(NewYork:NewDirections,1971),

p.169.

2.ValerieEliot,p,Xx.

3.(A)Helen Gardner,"The WasteLand:Paris

1922," EliotinOurTime,A.WaltonLitz,ed.,

(Princeton:PrincetonUniv.Press,1973),pp.79,93.

(B)"A Noteon The WasteLand and Ulysses"

(AppendixIII)inEliot'sEZrlyYean,pp.147-8.

(C)GroverSmith,T.S.Eliot'sPoetryandPlays,2nd

ed.(Chicago:TheUniv.ofChicagoPress,1974),pp.

84-5,308.

4."IhopetogetstartedonapoemIhaveinmind,"

(November19,1919),ValerieEliot,p.xviii.

5.DonaldGallup,T.S_EliotIABibliography(Lon-

don:Faber,1969), p.23.

6.TheDL'al,60-4(April1921),450.

7.Ibid"451.

8.TheDial,6112(August1921),214.

9.Ibid.,215.

10..Ibid.216,

ll.TheDial,6114(October1921)452.

12.Loc.°it.

13.Ibid.,453.

14.Sencourt,p.84.

15.GroverSmith,p.71.

16.T.S.Eliot,OnPoet7yandPoets(London:Faber,

1957),p.38.

(ⅠⅠⅠ)
1.この点に関しては,以下の研究が詳しい｡

HelenGardner,TheArtofT_S.Eliot(London:

Faber,1968),pp96-7_

HelenGardner,'TheWasteLand'1972,p,9.

A.WaltonLitz,4'TheWasteLandFiffyYearsAfter:I

Litz,edHEliotz'nourTime,p.6.

2."Ulysses,Order,andMyth:'TheDial,6515

(November1923),480-3.


